
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 2月のある朝のことです。子どもたちが登校する前に通学路を歩いてみました。その日は早朝から雪が降

っていましたが、学校近くの歩道橋にさしかかると、そこはきれいに雪がかかれていました。その歩道橋を

見て、私はそこを通る子どもたちが、どのような気持ちで通り過ぎるのかを考えました。「雪がかかれてい

たことすら気にとめない子」「かかれていたことは気がついてもかいてくれた人には思いを寄せることがで

きない子」「かいてくれた人のことを想像し、感謝できる子」といろいろな子が通り過ぎていくに違いない

と思いました。 

そして、そこに大事な事実がひとつあるとすれば、子どもの通学路に積もっていた雪を誰かがかいてくれ

たということです。そしてそういった誰かのために頑張っている人の存在に気づける子はきっと人のつら

さをわかってあげられる大人になるのではないかと想像していました。 

子どもは漠然と大人になるのではなく、この下に書いた本の一節のように周囲の大人の影響を受けて成

長していくものだと思います。私自身も今の自分がどのような影響を子どもに与えているのかを自戒しな

がら書いています。 
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【本年度の重点目標】 

『学び合い高め合う子どもの育成』 

〔笑顔！〕〔習慣！〕〔学び合い！〕 
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校 長  木 村 英 明 
『雪の降った朝に』 

 

けなされて育つと、子どもは、人をけなすようになる 

とげとげした家庭で育つと、子どもは、乱暴になる 

不安な気持ちで育てると、子どもも不安になる 

「かわいそうな子だ」と言って育てると、子どもは、みじめな気持ちになる 

子どもを馬鹿にすると、引っ込みじあんな子になる 

親が他人を羨んでばかりいると、子どもも人を羨むようになる 

叱りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう 

励ましてあげれば、子どもは、自信を持つようになる 

広い心で接すれば、キレる子にはならない 

誉めてあげれば、子どもは、明るい子に育つ 

愛してあげれば、子どもは、人を愛することを学ぶ 

認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる 

見つめてあげれば、子どもは、頑張り屋になる 

分かち合うことを教えれば、子どもは、思いやりを学ぶ 

親が正直であれば、子どもは、正直であることの大切さを知る 

子どもに公平であれば、子どもは、正義感のある子に育つ 

やさしく、思いやりをもって育てれば、子どもは、やさしい子に育つ 

守ってあげれば、子どもは、強い子に育つ 

和気あいあいとした家庭で育てば、 

子どもは、この世の中はいいところだと思えるようになる 

ドロシー・ロー・ノルト 『子どもが育つ魔法の言葉』より 
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◇ 金賞 １年           ２年           ３年         

       ４年           ５年           ６年  
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  ◇ 佳作 １年                ３年       ６年        

 

 

 

 

 

 

 

 

ドロシー・ロー・ノルト 『子どもが育つ魔法の言葉』より 

 

１年「お正月」 

２年「元気な子」 

３年「友だち」 

５年「平和な国」 ４年「美しい心」 ６年「夢の実現」 

本を紹介するため、国語の時間

に表紙に巻く「帯紙とポップ」づく

りをしました。江差町図書館でも

展示されます。気持ちを込めて作

った帯紙、図書館に足を運んでい

ただき、是非ご覧ください。 

５年 本の紹介「帯紙」づくり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～今年度 最終の一斉参観日！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の参観日が、今年度の最終となりました。８割以上の保護者の皆様の参観があり、子どもたちの学習や

生活の様子、授業の進め方などに高い関心をもっていただいていることに本当に感謝しております。１年生のア

イス作りをはじめ、学習のまとめの発表、道徳や学級活動でのじっくり考える場面など参観していただけた

と思います。多くの方の参観をいただき、誠にありがとうございました。 

「税のつく言葉で知っていることは？」の問いかけか

ら租税教室が始まりました。「消費税」「所得税」等が子ど

もたちから出ました。その後、スライドやＤＶＤを使いな

がら税金について分かりやすく説明してもらいました。

税金がなければ色々な不便が生じること、豊かで安全な

生活のために必要なこと等、「税」は共同社会を維持して

いくために必要な「会費」ということを学びました。 

２月２日（木）６年 租税教室より 

２月１０日（金）新１年生一日入学 

１年 生活「冬とともだち」 ２年 道徳「命を大切に」 ３年 算数「二等辺三角形や正三角形のかき方」 

４年 国語「調べたことを発表しよう」 ５年 外国語「Lesson 8[夢の時間割]を作ろう ６年 学活「江差中学校１年生から６年生へ」 

授業の一こまを紹介いたします 

現１年生１３名は、新１年生１４名に、学校の１年間の様子（運動

会等）を大きな声で聞きやすく伝えていました。その後、体育館でじ

ゃんけん列車やしっぽとりをして楽しい時間を一緒に過ごしました。 



 

 

 本校では、全学年が体力運動能力に関わる８種目の調査を実施しております。全国調査の対象は小学校５

年生と中学校２年生です。先日、檜山の調査結果が新聞でも紹介されました。小学校・中学校ともに男子も

女子も全国平均を上回りました。 

 本校の様子について紹介します。 

 ○男子・女子とも、８種目の合計では、全道平均は上回るとともに、全国平均とほぼ同様の結果となりま

した。 

 ○握力とシャトルランは、男子・女子ともに全国平均を超えています。 

 ○上体起こし・長座体前屈・立ち幅跳びは、男子・女子ともに全国平均には届きませんでした。 

※チャレンジタイムを活用しながら、マラソンの練習やなわとびの取組は、特にシャトルランの結果で

も分るように持久力向上の面で効果があったのではないかと考えます。 

※男子・女子ともに上体起こしに課題が見られますので、日常の体育の時間やチャレンジタイムを活用

しながら、ストレッチを含む柔軟性を養う取組を工夫していきたいと考えています。 

 ◇「健康でいるために、どのくらい大切だと考えているか。」の質問に対して、 

  「よくねること」について…男子・女子とも「大切」と回答した児童が、１００％  

  「食事をしっかり取ること」について…男子は９０％以上、女子は１００％が、大切と回答。 

 体力向上に必要な健康な体を育てていくために、保護者の皆様と一緒に生活リズム調べや生活習慣に目

を向けた取組を今後も進めていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３回ＰＴＡ評議委員会が終わりました 

保護者の皆様のお陰で、今年度のＰＴＡ活動も無事終わろうとしています。年間を通じてのご支援・

ご協力、誠にありがとうございました。 

【今後の予定】 

◆３月２５日（土）１７時３０分～「２９年度ＰＴＡ総会」 １８時３０分～「２８年度ＰＴＡ送別会」

場所 南が丘ふれあいセンター 

 

 

○登校時刻等に変更がある場合には、午前６時３０分前後に地域連絡網でお知らせいたします。 

○荒天により通常の下校が難しいと判断した場合 

 ・一部の学年による集団下校…可能な範囲で教員が引率します。 

 ・全校一斉集団下校…天候状況がさらに厳しい場合（この場合も可能な範囲で教員が引率します） 

 ・学校待機…下校が危険であると判断（天候状況によっては、保護者の方にお迎えをお願い） 

 

 近年の異常気象に関しては、季節を問わず学校として対応しなければならないことが求められており

ます。登下校に危険を伴う荒天が予想される場合は、登校時刻の変更や集団下校を実施しますので、各

ご家庭におかれましても、ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

【自撮り画像のやり取りでトラブル・スマホのライン使用上でなりすましトラブル！】 

 情報通信機器で扱う画像やなりすましによるトラブル等が、新聞やテレビで今でも取り上げられます。本

校児童もスマホによるライン使用の実態があります。お子様がトラブルに巻き込まれないよう興味本位でア

クセスしない等未然防止に努めましょう。「南小ネットトラブル防止三か条」を忘れずに！ 


